
地
球
温
暖
化
が

人
類
共
通
の
課
題
に

　

地
球
温
暖
化
や
空
気
中
の
二
酸
化
炭
素
の
増

大
な
ど
に
、
国
際
政
治
の
関
心
が
集
ま
り
始
め

た
の
は
１
９
９
０
年
代
初
め
の
頃
か
ら
だ
ろ

う
。
折
か
ら
冷
戦
が
終
結
し
、
米
国
一
極
体
制

が
出
現
す
る
中
、
そ
れ
ま
で
の
米
ソ
２
大
核
保

有
国
の
対
立
に
と
っ
て
代
わ
っ
て
、
地
球
温
暖

化
問
題
が
人
類
共
通
の
課
題
と
位
置
付
け
ら
れ

始
め
た
の
だ
。

　

そ
ん
な
雰
囲
気
の
中
、
１
９
９
２
年
に
は
、

南
米
ブ
ラ
ジ
ル
で
「
環
境
と
開
発
に
関
す
る
国

際
連
合
会
議
」（
リ
オ
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）
が
開
催

さ
れ
、
以
後
、
気
候
変
動
危
機
が
、
世
界
の
マ

ス
コ
ミ
、
な
か
ん
ず
く
欧
米
メ
デ
ィ
ア
で
大
き

く
報
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
頃
に
放
映

さ
れ
た
欧
米
テ
レ
ビ
の
報
道
番
組
の
タ
イ
ト
ル

を
ラ
ン
ダ
ム
に
列
挙
し
て
み
る
と
、〝Clim

ate in
 Crisis

〞と
か〝Countdow

n to Catastrophe

〞

（
い
ず
れ
も
米
国
Ｃ
Ｎ
Ｎ
）、
或
い
は
、〝The 

Greenhouse Effects

〞、〝Britannic Green-
house

〞（
い
ず
れ
も
英
国
Ｂ
Ｂ
Ｃ
）な
ど
と
い
っ

た
、人
眼
を
引
く
タ
イ
ト
ル
が
多
く
並
ん
で
い
る
。

　

そ
の
後
も
、
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
姿
勢
は
ま
す

ま
す
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
な
っ
て
行
く
。

飛
行
機
は
、追
い
風
で
は
な
く
、向
か
い
風
に
よ
っ
て
飛
び
立
つ

〜
一
時
の
勢
い
を
失
っ
た
脱
炭
素
の
風
潮
を
前
に
〜

鷲
尾 

友
春

関
西
学
院
大
学
フ
ェ
ロ
ー

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
２
０
０
０
年
代
に
な
る
と

Ｃ
Ｎ
Ｎ
の
報
道
番
組
の
タ
イ
ト
ル
も
〝Planet 

in Peril

〞
へ
と
過
激
化
し
、
或
い
はBBC

の

そ
れ
も
、〝Clim

ate Chaos

〞と
い
っ
た
風
に
、

刺
激
的
に
な
っ
て
く
る
。

　

そ
う
し
た
風
潮
と
根
底
の
問
題
意
識
は
、

国
際
政
治
に
益
々
反
映
さ
れ
、
２
０
１
５
年

９
月
に
は
、
前
述
の
リ
オ
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で

の
決
議
の
内
容
が
、
よ
り
詳
細
な
、
極
論
す

れ
ば
リ
ベ
ラ
ル
な
、
17
の
目
標
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
平
等
、
貧
困
の
撲
滅
、
質
の
高
い
教
育
、
そ

し
て
地
球
環
境
保
護
等
な
ど
）
に
ま
で
昇
華
・

拡
散
さ
れ
た
上
で
、
国
連
総
会
の
場
で
正
式

に
採
択
さ
れ
る
に
至
る
（
目
標
達
成
は
２
０

３
０
年
：
ア
ジ
ェ
ン
ダ
２
０
３
０
）。
そ
し
て
、

そ
う
し
た
協
定
の
フ
レ
ー
ム
の
下
で
、
締
約
国

会
議（Conference of the Parties

：
Ｃ
Ｏ
Ｐ
）

が
毎
年
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
今
日
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
達
成
に
向
け
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
急

速
に
動
き
始
め
る
の
だ
。

　

私
見
を
交
え
た
論
評
を
許
さ
れ
る
な
ら
、

こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
設
定
過
程
に
は
２
つ
の

力
学
が
作
用
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
、〝
対
象

範
囲
を
拡
大
さ
せ
る
力
〞
と
〝
自
由
主
義
と

全
体
主
義
と
の
間
に
、
な
ん
と
も
い
え
ぬ
親

和
性
を
持
た
せ
る
力
〞
の
２
つ
で
あ
る
。
前
者

は
、互
い
に
利
害
を
異
に
す
る
何
人
か
の
間
で
、

取
り
上
げ
る
問
題
の
範
囲
を
定
め
る
際
、
一
方

が
３
、
他
方
が
５
で
は
交
渉
に
な
ら
な
い
。
そ

ん
な
場
合
、
最
小
公
倍
数
的
に
、
交
渉
の
範
囲

を
15
に
ま
で
拡
げ
る
や
り
方
。
妥
協
の
余
地
も

そ
れ
だ
け
広
ま
ろ
う
と
い
う
も
の
。
後
者
は
、

誰
も
が
否
定
で
き
な
い
テ
ー
マ
、
例
え
ば
地
球

環
境
保
全
を
唱
え
る
こ
と
で
、
あ
く
ま
で
も
可

能
性
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
全
体
主
義
の
立
場

か
ら
は
自
由
主
義
を
押
さ
え
る
こ
と
が
出
来
る

し
、
反
対
に
、
自
由
主
義
の
立
場
か
ら
も
全
体

主
義
を
押
さ
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

つ
ま
り
、こ
う
し
た
目
標
設
定
の
や
り
方
は
、

資
本
主
義
的
自
由
主
義
と
全
体
主
義
的
社
会
主

義
と
の
、
言
い
換
え
る
と
、
自
由
と
強
制
の
両

面
を
兼
ね
備
え
た
、
云
わ
ば
、
国
際
社
会
で
の

合
意
を
得
や
す
い
性
格
を
有
し
て
お
り
、
亦
、

国
連
そ
の
も
の
に
、
新
た
な
合
法
的
活
動
領
域

を
与
え
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
後
日
、

こ
の
複
合
的
性
格
が
、
リ
ベ
ラ
ル
衰
退
・
保
守

台
頭
の
空
気
の
中
で
、
米
国
で
の
第
一
次
、
並

び
に
第
二
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
批
判
、

延
い
て
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
か
ら
の
離
脱
、
に
も
繋
が
っ

て
く
る
の
だ
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、そ
う
し
た
米
国
の
反
Ｓ
Ｄ

Ｇ
の
動
き
は
後
日
の
こ
と
と
し
て
、
今
は
２
０

１
５
年
当
時
に
戻
っ
て
論
を
進
め
る
と
、
同
年

11
月
、
ト
ル
コ
で
Ｇ‒

20
首
脳
会
議
が
開
か
れ
、

そ
の
場
で
、
米
国
の
オ
バ
マ
大
統
領
（
当
時
）

と
中
国
の
習
近
平
主
席
が
、
気
候
変
動
枠
組
条

約
の
下
で
、
全
て
の
締
約
国
に
適
用
可
能
な
議

定
書
、
或
い
は
法
的
効
力
を
有
す
る
合
意
を
目

指
す
こ
と
で
一
致
、
こ
の
２
大
国
の
交
渉
開
始

同
意
が
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
国
が
そ
れ

ぞ
れ
に
、
地
球
環
境
問
題
解
決
の
た
め
の
国
内

法
を
整
備
す
る
段
階
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
そ

し
て
、
そ
の
合
意
を
具
現
す
る
た
め
、
同
年
12

月
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
実
現
す
る
と
い
う
パ
リ
協
定
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
21
）
が
締
結
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
種
の
、
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
宣
言
の
実
行
に
向
け
た
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
は
、
オ
バ
マ
政
権
の
後
継
・
第
一
次
ト
ラ
ン

プ
政
権
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
離
脱
な
ど
も
あ
っ
て
、結
局
、

巻
頭
言

西川  雅 夫

内閣府認証  NPO法人 
ジャパン メディカル ケア アソシエーション
（JMCA）

理  事  長

　

今
年
は
、
昭
和
１
０
０
年
、
戦
後
80
年
、
そ
し
て

大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催
の
年
と
、
区
切
り
の
良
い

２
０
２
５
年
と
な
り
、
こ
れ
を
機
に
今
一
度
、
日
本

の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

な
ん
と
言
っ
て
も
、
第
一
の
問
題
は
、
人
口
減
少

社
会
に
な
っ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
昨
年
、

ウ
エ
ル
シ
ア
の
池
野
会
長
と
面
談
出
来
る
機
会
が
あ

り
、
池
野
氏
も
日
本
の
国
内
需
要
は
、
こ
れ
か
ら
は

人
口
減
少
も
あ
り
、
大
き
く
期
待
出
来
な
い
と
言
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
、
改
め
て
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
的
に
見
て
も
ア
メ
リ
カ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、

移
民
に
よ
る
人
口
増
加
が
大
き
く
経
済
成
長
に
繋

が
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。
マ
ル
サ
ス

の
人
口
論
か
ら
見
て
も
、
人
口
減
少
に
よ
る
経
済
に

及
ぼ
す
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
人
手
不
足
の
問
題
は
、
今
後
ま
す
ま
す

エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
２
０
５
０
年
に
は
１
億
人
の
内
、

10
人
に
１
人
は
外
国
人
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

資
源
の
な
い
日
本
の
ス
タ
ン
ス
は
、
世
界
か
ら
資

源
を
輸
入
し
て
、
そ
れ
を
独
特
の
技
術
で
加
工
し
て
、

世
界
に
輸
出
す
る
こ
と
で
日
本
経
済
は
成
り
立
っ
て

い
る
の
で
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
輸
出
大
国
日
本

を
さ
ら
に
押
し
進
め
て
行
く
こ
と
が
最
大
の
課
題
で

あ
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
国
債
発
行
額
な
ど
自
国
発
行
で
あ
る
た

め
、
気
に
せ
ず
金
利
を
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
５
％
ぐ

ら
い
に
し
て
１
ド
ル
＝
１
０
０
〜
１
２
０
円
の
基
準

に
戻
す
こ
と
が
最
も
重
要
だ
と
確
信
し
ま
す
。
自
国

通
貨
が
強
い
こ
と
が
、
経
済
力
強
化
に
繋
が
り
、
世

界
的
に
も
有
利
な
立
場
を
確
保
出
来
る
と
思
い
ま

す
。
日
本
企
業
の
株
価
を
上
げ
、
そ
の
余
剰
金
で
海

外
投
資
を
行
い
、
日
本
の
お
家
芸
で
も
あ
る
加
工
技

術
を
海
外
生
産
拠
点
の
構
築
に
役
立
て
て
い
く
こ
と

が
今
こ
そ
推
進
す
べ
き
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ど
う
す
る
日
本
！

　

若
い
人
が
今
一
度
、
世
界
感
を
持
っ
て
教
育
を
受

け
て
新
た
な
発
想
と
勇
気
と
自
信
を
備
え
る
時
期
に

あ
る
と
確
信
し
ま
す
。

ど
う
す
る
日
本
！
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